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モデル-の注意狭窄が同化行動の生起に及ぼす効果*

内　藤　哲　雄**

THE EFFECT OF CONCENTRATED ATTENTION TO THE MODEL

UPON AROUSAL OF ASSiMILATIVE BEHAVIOR

Abstract

lt was hypothesized from the concept of identification that assimilative

behavior takes place in adults when the unconscious mechanism is dominant.

The purpose of this study is to examine if assimilative behavior arouses

under the condition of concentrated attention to the model. Two model

boxers fought. And the fight was recorded on Video Tape. Subjects wel-e

told that one of the models was a student of their universityand the other

was another university student. They watched the boxing match on tele-

vision without bodily movement and their EMG was obtained. Two subjects

showed typical change in EMG when the boxer of their university was

striking. This result supported the hypothesis.

はじめに

人間においてほ,行動の獲得と変容の多くが,単独事態での試行錯誤によるよりも,他

者の行動の模倣によって成立することが知られている｡ Tarde (1890)やLe Bon (1895)

が,人間行動のこうした傾性に着日し,社会現象の説明原理としてとりあげて以来,模倣

に関する研究が盛んに試みられるようになった｡そして　Ross (1908)に代表されるよう

に,初期の研究者たちは,いかに多くの現象が模倣や暗示によって説明できるかを明示す

ることに精力を傾注してきたといえよう｡しかしそうした努力は,模倣行動に関する研究

の重要性を強調し示唆する反面で,必然的に多種多様な現象を同一梯制によって解釈する

という結果を招来することになり,模倣の概念は暖味なものとならざるを得なかったので

ある｡さらに模倣の生起機制についても,模倣の本能が存在するゆえに模倣するといった,

単純で循環論法的な本能説に対して疑義が唱えられるようになってきた｡このため模倣研

究は次第に衰退していったのである｡ところが, Allport (1954, 1968)の指摘したよう

に,社会的行動の解明のための研究対象としての意義は,今日においても失われることが

ないといえる｡このような事情から近年では,対象を限定し概念規定を明確にしようとす

る動向が生じ,模倣に関連する研究が再び活発となるとともに,いくつかの理論が提唱さ

れてきたのである｡

*本実験の概要は,日本教育心理学会第20回総会(内藤･西夙1978)において報告された
**信州大学医療技術短期大学部一般教育
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内藤(1981)紘,そうした模倣をとりまく諸理論のなかで,反射的･自動的模倣(refト

exive or automatic imitation),社会的学習理論(social learning theory),同調行

動(conformity behavior),社会的促進(social facilitation)の4つをとりあげ,こ

れらの異同や適用範囲と限界について考察している｡その中で,とくに反射的･自動的模

倣については,今日的レベルでの研究の少ないことが指摘された｡非言語的コミュニケー

ションやパニックに関する多くの研究が示唆するように(例えば,前者では　Sommer,

1969 :Argyle, 1975など,後者では安倍, 1974:移万ら, 1983, 1984など),成人におい

ても無意図的な対人磯制の果たす役割は看過できないといえよう｡このような背景から,

比較行動学や精神分析の知見や実験的研究(内藤, 1977, 1979 :内藤･西原, 1978)をも

とに,同化行動(assimilative behavior)の理論の提唱と展望を試みたのである｡

同化行動は,成人の無意図的な対人機制を説明する有効な理論的枠組と考えられるもの

であり,モデルとの無意図的な一体化の志向(身体的接着)と,これと表裏の関係にある

無意図的な模倣の2側面からなる｡また発達的にみれば,内藤(1984)において言及した

ように,主としてPiaget (1945)が感覚運動期とよぶ期間にほぼ対応して生起する磯制で

ある｡そして発達にともない,身体的接着は心理的接着へ,無意園的模倣は意図的模倣へ

と変容する(図1参照)｡しかし成人においても,社会的意識性脚注1の欠如する事態,すな

図1同化行動と発達的変容

た｡恐怖喚起と身体的接着の測定には, Shachter

わちFreud (1921)が同一視の理論に

おいて示したような,無意識の株制が

支配的な事態では生起すると定義され

ている｡

ところで,内藤(1977)は,成人に

おける同化行動の生起条件の1つとし

て恐怖をとりあげ,実験的検討を試み

(1959)の電気ショックに関する教示

を用いた実験を参考にし,無意図的模倣を測定するための材料にはクリック音を採用した｡

結果は,恐怖条件下で身体的接着と無意図的模倣の両側面がともに発現すること,すなわ

ち同化行動が生起することを検証するものであった｡また内藤(1979)は,注意を他在さ

せるならば,その結果として無意識の磯制が支配的となることから,この条件下でも生起

することを予想した｡実験は,エレべ-クー-の乗降という日常的場面を利用した準フィ

ールド型であった｡独立変数は,目標の階に向かうとき注意他在のための課題があたえら

れるか否かと,目標より下の階でエレべ-タ-が停止したときサクラが降りるかとどまる

かの2要因であった｡また従属変数は,エレベーターが途中の階で停ったとき降りた被験

者の人数である｡結果は,途中の階で降りた被験者の行動が無意図的なものであること,

課題があたえられサクラが降りるときが他のいずれよりも多く降りることを示した｡これ

紘,注意他在条件下で同化行動の両側面のいずれの指標ともみなせる追従行動が発現しや

すいことを示すものであった｡

脚注1 )ここでの社会的意識性とは,模倣や接着の当該状況における客観的な意味についての意瓢　またモデル
との対人関係やモデルの意図や感情への配慮である.
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以上のように,恐怖と注意他在の2条件下において同化行動の生起することがあきらか

にされたが,本研究では,さらにモデルへの注意が狭窄する条件下での生起を検討しよう

とするものである｡複数のモデルの中から特定のモデルが選択され注意が集中し狭窄する

ならば,目的的行動への配慮が困難となり無意識の株制が支配的となる｡同時に,注意の

狭窄するモデルに対してほ,同化行動の一側面である無意図的な一体化(すなわち身体的

接着)が発現することになる｡従って同化行動のもう一方の側面である無意図的模倣が観

察されるであろうと考えられる｡

方　　　法

被験者

W大学学生で,ボクシング-の好悪評定尺度(7段階)に｢非常に好き｣と回答した7

名o　これらのうち典型者2名のデータが分析された.

実験刺激

1977年6月18日に後楽園ホールで開催された関東ボクシングリーグ戦のうち, W大学対

R大学の第4試合と第5試合をビデオテープに収録し,テレビ(SONY SOLID STATE

14インチ　白黒)で再生した｡

装置および実験室

EMGの測定には万能型脳波計(三栄測器, 140システムポリグラフ),電極には直径10

-の円状銀円電極が用いられた｡また測定方法は,表面電橡による双極誘導が採用され,

イソク書きペソレコーダーにより記録された｡実験室はノイズが筋電位に混入しないよう

シールドされており,テレビおよびコードも銅製の網(1m日)等でシールドされた.

手続き

ボクシングを｢非常に好き｣と回答した被験者を1名ずつ実験室に案内し,前腕二頭筋

に電極をつけ,事や身体を動かしたりしないように教示し,実験事態に移った｡被験者に

観戦させたのは第4および第5の2試合で,第4試合はトランクスに白線の入ったR大学

の選手が判定勝ち,第5試合はトランクスにWマークの入ったW大学の選手がテクニカル

KO勝ちとなっている｡そこで,いずれか一方の選手の身体的特徴や攻撃の仕方が同化行

動の生起に影響する可能性をチェックするために以下の2群に分けた0 〟第1群〟の被験

者には,実際のW大学の選手をW大学の選手として, 〝第2群llの被験者には,実際には

R爽学の選手をW大学の選手として紹介した.いずれの群の被験者にも,第5帯食で優勝

が決定すると思わせるように,以下の教示がなされた｡ 〔第1群〕これかちみせるの畔,

W大学がすでに2除, R大学が1勝した後の第4試合と第5試合である｡全部で5試合だ

から,もしW大学が第4か第5のいずれかの試合で勝てばW大学の優勝が決まり,両試合

とも敗れればR大学が優勝することになる｡ W大学の選手は右コーナーのトランクス転W

マークのある方で, R大学の選手は左コーナーのトランクスに白線のある方である. 〔第

2群〕これから＼みせるのは, R大学がすでに2勝, W大学が1勝したあとの第4試合と第

5試合である｡もしW大学が第4と第5の両方に勝てばW大学の優勝が決まり,もし1試
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合でも敗れればR大学の優勝が決まる｡ W大学の選手は左のコーナーのトランクスに白線

が入っている方で, R大学の選手は右のコーナーのトランクスに模様のように自分のイニ

シャルを入れている方である｡

ついで第4試合の間に装置の調整を行ない,試合終了後にいずれの群に対しても,両大

学は2対2となり第5試合で優勝が決まることを告げた｡

以上の手続きによって,ボクシングの好きな被験者は,優勝決定戦に熱中するであろう｡

そして自分と同じW大学に属すると教示された選手と同一化し注意を狭窄すると考えられ,

目的的な適応機制が充分に機能しなくなり,それゆえ無目的的な同化行動の生起すること

が予想された｡すなわち, W大学の選手との一体化が発現するにともない無意図的な模倣

が発現するであろうということである｡この仮説を検討するため,第5試合観戦中の被験

者のEMGの測定と,体動等のチェックのための観察がなされた｡

結　　　果

第5試合のなかで, R大学の選手が一方的に優勢な部分は,第1ラウンドの95-98秒と

100-107秒であり, W大学の選手が一方的に連打しているのほ,第2ラウンドの143-151

秒の間である｡そこでこれらの時間帯のEMGが考察すべき従属変数とされた｡

まず,いずれがW大学の選手であるかについての指示と被験者の認知については,被験

者の全員により教示と一致した回答が得られたことから,第1群と第2群に関する実験操

作は,ほぼ有効であったといえよう｡ EMGの結果については,第1群で1名,第2群で

1名,合計2名で典型的にみられ,図2のようになった｡上半分が第1群の被験者NのE

MG,下半分が第2群のMのEMGで,左側が第1ラウンド,右側が第2ラウンドである｡

図をみると,実際のW大学の選手をW大学の選手として教示されたNの場合は,第1ラウ

95　　　　　　98　　100
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節1ラウンド　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2ラウンド

図2　上:第1群の被敗者NのEMG,下:第2群の被験者MのEMG
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ソドの95-98秒, 100-107秒ではEMGの活動が小さいのに対し,第2ラウンドの143-

151秒の間では大きかった｡また,実際にはR大学の選手をW大学の選手として教示され

た第2群のMの場合には,第1ラウンドの方でEMGの活動が大きく,第2ラウンドで

は小さくなっている｡第1群,第2群のそれぞれの典型的な結果は,ともに仮説を支持す

る方向にあるといえよう｡

考　　　察

試合の進行に熱中して,選手と一体化し無意図的な模倣が発現することは,日常場面で

も観察されることがある｡例えば長嶋(1976)は,巨人軍の監督として観察した試合中の

突貫コーチ黒江のエピソードについて報告している.黒江コーチはゲームに夢中になり,

三塁コーチスボックスのなかで,プレー中の選手と一体となってしまいがちであった｡選

手が滑り込めば,コーチスボックスのなかで一緒に滑り込む.ホームに向かって選手が突

っ込むと,彼も一緒にホームに走ってくる｡このためアンパイアから,コーチスボックス

にじっとしていてくれないとジャッジがしにくいと注意されたというのである｡本研究で

は,このような対人機制を同化行動の枠組で解釈するとともに,統制された実験事態にお

いて確認することを目的とした｡そこで被験者が試合に熱中しモデルに注意を狭窄するよ

う換作するために,ボクシソグを非常に好きと回答した者を被験者とし,さらにボクサー

の一方が被験者と同じ大学に所属し,優勝をかけて戦う事態として設定した｡無意図的模

倣を確認するためのEMGは,仮説を支持する方向にあった｡これは,手や身体を動かさ

ないように教示し,体動がなかったことを考慮するならば,被験者の注意がモデルに狭窄

し一体化したのにともなって,無意図的な模倣が発現したことを示すものであるといえよ

う｡換言すれば,モデルに注意が狭窄する事態では,成人においても同化行動が生起した

ことを実験事態において確認したということになろう｡しかしながら,本実験にはいくつ

かの問題が残されているといえよう｡まず, 7名の被験者のうち, 5名では筋電位という

べき活動がなく, 2名のみに典型的にみられたことがあげられる｡この原因としてほ,普

ず試合がアマチュアによるものであり,迫力に欠けたことがあげられよう｡テレビが14イ

ンチの比較的小型でありかつ白黒であったことや,表面に銅製の網がかけられていたこと,

スピーカーが小さく音質が悪く,臨場感がとぼしかったことも問題であろうo　また,慣れ

ない実験室での観戦であったこと, EMG測定上の都合により手や身体を動かしてほなら

ないと教示されたことで,試合に充分熱中できなかったこともあげられよう｡これらの問

題点を改善し,さらに実験を重ねるとともに,他の条件下での同化行動の生起を検討して

いくことが,今後の課題であろう｡

要　　　約

モデルに注意が狭窄する事態においてほ,同化行動が成人においても生起することを実

験的に検討することが,本研究の目的であった｡実験では,特定のモデルに対し注意が狭

窄し一体化が生じるように操作がなされるとともに,無意園的模倣の発現がEMGによっ
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て検討された｡結果は, 7名のうち5名にはモデルの行動を注視する間,筋の活動はほと

んど生じないで, 2名のみに典型的にみられた｡この典型的結果は,仮説を支持する方向

にあった｡ついで今後に残された課題が論議された｡
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